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医療関連死の調査分析に係る研究 
平成 18～19 年度モデル事業利用者からの評価（遺族及び医療従事者への調査） 
 
調査の概要 
【緒言】 
診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業は，対象となる死亡事例についての詳細

な調査分析，評価及び再発防止策の提言により医療の質と安全を高めることを第一の目

的とするものである。それに加え，調査結果が遺族に開示・提供されることで遺族の願

いが実現すること，医療の透明性が確保され，国民の医療への信頼が回復することも重

要な目的であると考える。現在行われているモデル事業がこのような目的を達成できて

いるかどうかを検証するため，研究班ではモデル事業に参加した当事者，すなわち遺族

及び医療従事者に調査票記入及び電話聴取による調査を実施した。なお対象者（回答者）

が少ないため，詳細な分析には限界があることに留意されたい。 
【遺族調査の結果】 
対象事例 32 事例の遺族に調査依頼又は調査票を送付し，12 名（電話聴取 4 名）より

回答を得た。 
 結果から，①遺族の診療に対する満足度は低く，患者死亡時より医療ミスへの疑念を

抱いていたこと，②参加にあたっては概ね十分な説明を受け，手続や趣旨の理解は得ら

れていること，③モデル事業には中立性を期待して参加したものの，参加した結果，遺

族の意見や質問が受け付けられず一方的ではないかとの不満がある様子が見受けられ

ること，④モデル事業に参加した満足度は高いものの，評価結果如何に関わらず医療機

関や医療界全般への信頼回復にはつながっていないこと，ただし紛争化は防がれている

可能性が示唆されること，⑤遺族はモデル事業の結果が医療機関において有効に活用さ

れ，再発防止への取り組みに活かされていると期待していることが示された。 
【医療従事者調査の結果】 
 対象事例 38 例の医療従事者に調査票を送付し，22 名より回答を得た。 
 結果から，①医療従事者は診療に関して十分な説明を行い，患者死亡時も遺族との関

係には問題がないと考えていたこと，②モデル事業には死因調査や医療評価の専門性，

公平性を期待して参加した医療従事者が多く，これに対する満足度が高いこと，③モデ

ル事業参加後，医療機関と遺族の関係は概ね改善したと考えていること，ただし評価結

果報告までの期間が長期化することなどによる遺族との関係の悪化も指摘されている
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